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宮崎学園図書館規程
第１章　　総　　　　　　則

　　（目　的）
第 １条　この規程は、宮崎学園図書館（以下「図書館」という。）の運営に関し必要な事項を定め、宮崎国
際大学及び宮崎学園短期大学（以下「両大学」という。）の教育目標の達成に寄与することを目的とする。

　　（館長等）
第２条　図書館に館長を置く。館長は、学長の命を受け、館務を掌理し、所属職員を指揮監督する。
２ 　両大学の学長は、２年交代で図書館の管理運営に対し責任を持つ。その責任を持つ学長の選任は、両大
学の学長の協議によって決定する｡
３　学長は、２年の期間のうち、その職務を学長の指名する者に委任することができる。
４　図書館に、事務長・課長・係長・司書及びその他の職員を置くことができる。
　　（図書委員会）
第３条　図書館の運営に関し必要な事項を審議するため、両大学に図書委員会を置く。
２　前項の規定に定める図書委員会の規程は、別に定める。
　　（合同図書委員会）
第４条　図書館の円滑な運営をはかるため、両大学の図書委員会の代表者で組織する合同図書委員会を置く。
２　館長は、必要に応じ、合同図書委員会の開会を要請することができる。
３ 　合同図書委員会の議長の選任は、両大学の学長の協議によって決定する｡ その際、第２条第２項の規定
に定める図書館を管理する学長の所属する大学からは、合同図書委員会の議長を選出しない。
４　その他の合同図書委員会の運営に関する規程は、別に定める。
　　（図書館を利用できる者）
第５条　図書館を利用できる者は、次のとおりとする。
　（１）両大学の教職員・学生
　（２）前号以外の学校法人宮崎学園（以下「学園」という｡）の教職員及び生徒等
　（３）両大学の卒業生、教職員であった者
　（４）両大学教職員の家族
　（５）その他特に館長が認めた者
２　地域社会等への開放に関しては、別に定める。
　　（休館日）
第６条　図書館の休館日は、次の通りとする。
　（１）日曜日及び国民の祝日
　（２）年末年始
　（３）両大学の休業期間中の土曜日
　（４）蔵書点検の期間
　（５）その他特別の事情により館長が定めた日 
　　（開館時間）
第７条　図書館の開館時間は、次のとおりとする。
　（１）通常期 
　　　　　平　日　午前８時３０分から午後６時３０分まで
　　　　　土曜日　午前９時から午後１時まで
　（２）両大学の休業期
　　　　　平　日　午前９時から午後５時まで
　（３）館長が必要と認めた場合は、これを臨時に変更することができる。
２　開館時間に変更があった場合は、図書館及び両大学に掲示する。
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第２章　　館　内　利　用
　　（館内利用）
第８条　図書館資料（以下「資料」という。）は館内で自由に利用することができる。
２　閉架資料を利用しようとするときは、係員にその旨を申し出て、その指示に従って利用しなければなら
ない。
３　館内で、図書館所蔵検索以外の印刷を行った場合は､原則として使用者が実費を負担しなければならない。
　　（各部屋の利用）
第９条　各部屋の利用については、次のとおりとする。
　（１ ）各部屋を利用する場合は、予約票で申し込まなければならない。予約は１か月先まで可能で、原 

則として、先に予約を入れた方を優先する。
　（２）予約時間を１５分過ぎても利用がない場合は、予約が無効となる。
　（３ ）各部屋の利用時間は、１回の利用を３時間以内とし、他に申込みがない場合は、１時間に限り延長

できる。
　（４）グループ学習室の利用は、学生が学習及びＡＶ設備を使用することを主な目的とする。
　（５）会議室の利用は、教職員及び学友会等が会議を行うことを主な目的とする
　（６）多目的室は、申込により予約を入れ自由に利用することができる。
　　（守らなければならない事項）
第10条　館内では、特に次の事項を守らなければならない。
　（１）静粛を保ち、他の利用者の迷惑となる行為をしないこと。
　（２）決められた部屋以外での音読・談話・集会等は行わないこと。
　（３）携帯電話の通話使用・決められた場所以外での飲食・喫煙等をしないこと。
　（４）資料は大切に取り扱い、書込、切取、汚損等をしないこと。
　（５）その他係員の指示に従うこと。

第３章　　館　外　利　用
　　（館外貸出）
第11条　資料を館外で利用しようとする者は、係員に申し出て、所定の手続きを取らなければならない。
　　（資料の貸出数及び期間）
第12条  館外貸出の冊数及び期間は、次の表のとおりとする。

 貸 　出 　を 　受 　け 　る 　者 資  料 冊    数 期                 間

両大学の教職員 図　　書 １００冊 
以内

１年間（４月１日から翌年３月３１日をもっ
て期限とする。）

両大学の学生
両大学以外の学園教職員
両大学以外の学園生徒
一般（卒業生、教職員の家族、教職員で
あった者等）

図　　書 ※２０冊 
以内 ２８日以内

全利用者

ＡＶ資料 ５点以内
７日以内雑　　誌 ５冊以内

卒業論文 ５冊以内

指定図書 ※２０冊 
以内

通常期平日：１７時～翌開館日９時３０分
通常期土曜：１２時～翌開館日９時３０分
休業期平日：１５時～翌開館日９時３０分                  

　備　考　※印の図書及び指定図書の貸出総冊数は、２０冊以内とする。

２　利用の終わった資料は、速やかに返却するものとする。
３　館長が必要と認めた場合は､ 貸出数及び期間を変更することができる。
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　　（指定図書）
第13条　指定図書を貸出す場合は、一夜貸出として行う。
　　（貸出禁止資料）
第14条　貸出をしない資料は、次のとおりとする。
　（１）参考図書類（辞書、事典、年鑑、便覧、図鑑、地図、法令集等）
　（２）統計書及び図表
　（３）逐次刊行物の最新号
　（４）寄託資料
　（５） 新着資料（１週間の展示期間中のみ。）
　　（プライバシーの保護）
第15条　貸出をした資料に関しては､ 原則として、利用者の個人名や資料名等を明らかにしてはならない。
　　（貸出期間の延長）
第 16条　貸出期間を延長したい場合は､ 貸出期間内に一旦その資料を返却し、あらためて利用手続をしなけ
ればならない。この場合､ 当該資料の予約がない場合に限り、２回まで延長することができる。 
　２ 　延長が２回を過ぎた場合は､ 一旦資料を返却し、１週間後から貸出をするものとする。その間、 返却

した者の当該資料への予約は受け付けない｡
　　（貸出資料の予約）
第 17条　貸出資料は予約申込をすることができる。予約者が複数になった場合は、申込順に受け付ける。当
該資料が返却された場合は､ 予約者に優先して貸出をする。予約がある資料は、２週間以上は借りること
ができない。
２ 　貸出中の資料で、他の利用者から図書館へ閲覧及び貸出の請求があった場合は、連絡後、１週間以内に、
図書館へ返却しなければならない。
３　新着資料は１週間の展示期間中に予約申込をすることができる。
４　予約棚に展示してから１週間を過ぎても予約者が借りにこない場合は､ 予約が無効となる。
　　（貸出資料の転貸）
第18条　貸出を受けた資料は、他に転貸してはならない。
　　（利用者カード）
第 19条　利用者カード（以下「カード」という。）は、他人に貸してはならない。また、他人のカードで貸
出を受けることもできない。
２　紛失や汚損等でカードの再発行を受ける場合は､ 実費を負担するものとする。
　　（貸出資料の返却）
第20条　貸出を受けた資料は、期間内に返却しなければならない。
２　貸出期間内であっても、図書館から返却の請求があった場合は､ 直ちに返却しなければならない。
３　次に掲げる場合は、貸出期間満了の日以前においても返却しなければならない。
　（１）教職員が留学（６か月以上）、休職（６か月以上）又は退職したとき。
　（２ ）学生が卒業、退学、転学、停学、休学となったとき。特に卒業に際し、資料手続処理が未了の場合

は､ 卒業証書を手交しない場合がある。

第４章　　相　互　利　用
（相互利用）
第 21条　館長は､ 他の大学、研究機関、官公署その他の関係機関（以下「他大学等」という。）から所蔵資
料の利用の申込があった場合において、両大学の教育及び研究に支障が生じないと認めるときは、これに
応じることができる。
２　教職員及び学生は、他大学等の所蔵資料を利用しようとするときは、所定の文書で申し込むことができる。
３　前項の処理に要する費用は、利用者が負担するものとする。
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第５章　　資料の寄贈及び寄託
　　（寄　贈）
第22条　図書館は､ 資料の寄贈を受け、利用に供することができる。
２　寄贈資料の受入れに関する選択は、図書館において行う。
　　（寄　託）
第23条　図書館は､ 資料の寄託を受けることができる。
２　寄託資料の利用については、寄託者と協議のうえ決定する。
３　寄託資料は、図書館所有の資料と同様の取り扱いをする。
４　図書館は、寄託資料の紛失、汚損、破損については、その責を負わない｡

第６章　　損　害　の　弁　償
　　（弁　償） 
第 24条　資料を紛失又は汚損し、あるいは施設に損害を与えた者は､ 現品又は相当の代価をもって、その損
害を弁償しなければならない。
２ 　資料を紛失した場合、届出があってから一定期間を保留期間とし、保留期間経過後も不明の場合に弁償
をしなければならない。一定期間とは、６か月を限度とする。期間については、届出者と担当係員が協議
のうえ館長の承認を受けるものとする｡
　　（延滞料金の徴収及び資料貸出の停止）
第 25条　返却が１週間以上遅れた場合に督促を行う。２週間以上遅れた場合は、冊数に関わらず、延滞料金
（以下「料金」という。）を一律１，０００円徴収する。これより、１週間遅れる毎に５００円加算し、 
３，０００円を上限とする。
２　延滞日数が複数になった場合は、延滞期間の長い方の料金を徴収する。
３ 　返却期限の過ぎた資料（以下「延滞資料」という。）を持っている間は､ 新たな貸出を停止する。延滞
資料を返却し、料金を支払った時点で、貸出停止を解除する。
４　資料の転貸又は利用者カードの貸借を行った者は、発見時から１週間貸出を停止する。
　　（利用の制限及び禁止）
第 26条　この規程又は館長が指示する事項に著しく違反した者は、図書館及び資料の利用を制限し又は禁止
することができる。

第７章　　そ　　の　　他
　　（その他）
第27条　この規程に定めるもののほか、図書館の運営に関し必要な事項は、館長が定める｡

　　附　則
　この規程は、平成　６年４月１日から施行する。
　この規程は、平成　９年４月１日から施行する。
　この規程は、平成１２年４月１日から施行する。
　この規程は、平成１３年４月１日から施行する。
　この規程は、平成１６年４月１日から施行する。
　この規程は、平成２０年４月１日から施行する。
　この規程は、平成２１年４月１日から施行する。
　この規程は、平成２２年４月１日から施行する。
　この規程は、平成２５年４月１日から施行する。
　この規程は、令和　６年４月１日から施行する。


